
国 語 科 学 習 指 導 案

1.単 元名 「心の通い台いを読もう」
学習材名 「おにたのぼうしJ

2.単 元について
文学教材 「おにたのほうし」を創造性豊かにじっくりと味わ
う 嚇 むことJ串 元である。「学習のてびき」を核にして、場
面の移り変わりに崩じた 「おにた」のは情を想像したり、手紙
を書いて、自分の観いを相手に伝えたりすることで、子どもの
ものの見方を広げ、人間や身のまわりのもの 。ことに対する認
識を深めることをねらいとした単元である。

3.学 習材について

(1)学習材の位置づけ
「おに」に対する子ども達のイメージといえば、嚇 太郎J
に出てくる鬼ヶ島の鬼や、「こぶとり爺さん」に出てくる鬼な
ど、鶴若無人で人間に敵対するといったものが多い。
ところが、ここで登場する鬼 「おほた」は、とても優しい心
をもつた鬼で、病気の母親を気づかう女の子に、ころそうで報
いようとする。しかし、その思いは報われす、ついには、「ぼ
うし」 と 「黒豆」を残して、忽然と姿を消してしまうのであ
る。二人の心の優しさ、人間と鬼という住む世界の違いから、
お互いに理解し含えない悲しさに、子ども達は、共感するであ
ろう。
現実の子とも達の生活の中にもこのような警意のすれ違い
や、お互いに理解し含えない悲しさほ存在する。自分自身や他
者のことを害観的に見る目を育ててきているこの時期の子とも
達にとつて、人間形成のうえで大きな章響を与える作品である。

4.研 究主題 ・視点との関わり
物語本文から、叙述に即した人物の気持ちや情景の移り変わ
りなどを読み取ることは、概ねできるが、創造桂豊かには情を
読み取ることや、表現力豊かに自分の者えな話したり、書き表
すという面では、課題が残されている。表面的な読み取りでは
なく、自分の経験や他者との闘わりの中から館ぴつけて考えた
り、抒情的なさし続や場面ごとの文書表現からより深<読み取
つたり、書き表したりできるようにしてしヽきたい。
(研究の視点2:「表現活動を支える主台づくり」に関わつて)

5.児 童の実態
国語の学習に関心をもち、意欲的 ・自主的に学習する。漢字
の読み書きも大変よくでき、読解力もある。音読では、たとた
どしく棒読みになることが多く、感じを込めて統むことが苦手
である。また、物語の内容を理解することはできるがこ行間か
ら想像性をはたらかせて読み取つたりt感 じたことを言葉豊か
に表現したり、書いたりすることがあまりできない。

6.学 習材の目標

◎揚面の様子を比べて読み、共通点や相違点に気づく.
0人 物の悲じい気持ちが伝わるように吉読する。

(主領以 読 むこと)

7.評 価について
【関は '意欲 ・態度】
・登場人物の気持ちを想像しながらすすんで本文を吉読しよう
とする。
・心の動きを表す言葉に興味をもち、進んで探したり、その言
葉が表している心の動きを想像しようとしている。
【読む能力】
・叙述に即して、登場人物の性格や、気持ちを想像して読み取
ろうとしている。
・登場人物の気持ちがよく表れるように工夫して首読しようと
している。
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1.単 元名 「見方を変えて話し台おう」
学習密名 「便利」ということ

2.単 元について
中学年になると、ものの見おが広がり、より活動的になつ
てくる。また、4年 生ぐらいになると相手の気持ちを思いや
つたり、自分とは違う立場に立って物事を考えたりできるよ
うになつてくる。本単元では、「便利」ということは使う人の
立場によって違いがあるという筆写の主張を読み取ることを
とおして、その意味について書えることをねらいとしており、
子ども達に自立と共生を考えることをねらつた単元である。

3.学 習材について

(1)学習材の位置づけ
児童は、曽段何気な<使 つている身のまわりのものについ
て、何が便租で何が不便か,あ るいは、誰にとって便利で、
誰にとつて不便なのかといつたことについては特に意識して
いるわけではない.も のが豊富な時代、あつてあたり前、で
きてあたり前が日常的であり、深く追求することはほとんど
ない。そこで、自分とは立場の違う人の喜らしや、様々な種
類のある身近な文薦具などを紹介し、「便利」「不便」という
視点で考えさせることによつて、そこにこめられた人短の知

言岳罷憲重F 資暑忌立緊 農 薔
とに気づいていく。

‐
この教材を通して、立場を変えて物事を

とらえることを具体的に学び、自分とは違う人を思いやる気
持ちを育ていきたい。

4Ⅲ 研究主題 ・視点との関わり
″1

地域横や学搬の実態からも、日常的に、ある程度限られた
範囲での生活を余儀なくされており、立場の違いや、より多
くの者え方にふれる機会が極めて少ない。したがって、「便利」
ということについて、自分たうとは立場の違う人たちの五ピ
ソードや島近な文薦具の様々な種類を見て者えることにより、
「便利」「不便」についての者え方を深め、広い見方からまと
めて表現するといった力を育てていきたい。

5.児 童の残態
国語に対する番手憲議は特になく、学習にもしつかり取り
組める。漢等の書き取りや音読もよくでき、物語や説明文の
内容もほぼ難 できている。説明文の学習では、正しく書き
抜いたり,本 文から見つけることをせす、思いこみで答える
ことが多い。また、気持ちや様子について幅広い見方や者え
が観い浮かばす、掌認になりがちである。

6.学 習材の目標
◎ 「便利との意味を理媛するためt内 容を大きくまとめたり、
必要なところは細かい点に注意したりしながら文章を読む。
O便 利とは日かということを、具体例を出しながら話し合う。
Oポ スターセッションをとおしてⅢ調べたことなどについて、
筋道を立てて話したり、話の中jblに気をつけて聞いたりする。

(主領夢 読むこと、話すこと。闘くこと)

7.評 価について

【関心 !意欲 ・態度】

・すすんで、筆写のものの見おや時ぇ方を読み取ろうとする。
こ善く能力】
・観点をおさえながら、感想を善くことができる。
・中心になる語や文を書き出してまとめることができる。

弱唯　離
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【言語についての知識・理解】    !
・新出漢字の読み書きや使いおがわかると になる語・文に着目しながら議むことがで
・心の動きを表す言葉があることを知り、
文章に表すことができる。 |・理解】

|きや使いおがわかる。
i調や、tt名詞の指し示すことが理解できる。
|て理解できる。

3.指 導計画 (10暗 闇扱い)
/ 1 2 )

9.本 時案

tイ)本時の目標
・節分の夜、物置小屋の天丼から出て行く、 D意味か者え、「便利Jと 「不便」の欝係や、

ちを読みとる。 うヽことに対する者え方が理解できる。
・おにたの気持ちを書えながら、感じを込域 ′ながら、相手に伝わるように工夫しながら

121本時の展開 (4/10)

学雷活動 教師の関わり| 評 価 学習活動 数師の関わり 評 価

つ
か

む

　

　

３
分

学習課題の確認

課題設定

学習計画に沿つて本

時の課題を確認させ

る

本時の学習課題

を把握していた

か

前時の復習 ブリント配布 前時の学習内容

を思い出すこと

ができたか

ひ

ろ

げ

る
　

　

５
翁

物おき小屋から出て行く、おにたの様子や気持ちを者

よう

音 読 (―)の 場面を首誘

させる
ネ学習課題を意識し

て読まぜる

気持ちや様子が

表れるように吉

読することがで

きたか

学習課題の確調 学習計画に沿つて

本時の課題を確認

させる

本時の学習課題

を把握していた

か

つ

か

む

8

[卜せ予| 学 習 活 動 評 価 基 準
１

・
２

・単元全体の内容を確かめ、

学習の見通しを持つ。
・「おにたのほうしJを読み、

秘発の感想を書いて揚面ご

とのめあてを者える。

掌元の学習の見通しをもつ

ことができる。     1
物語を聞いて、初発の感想

をノートにまとめることが
できる。

3 ・六段落に分け、各段落こと

に、学習のめあてを決める。

初発の感想をもとに、各段

落語との学習計画を立てる
ことができる。

４

（
本
時
）

(一)の 場面から、節分の

夜、物置小屋の天丼から出

て行くおにたの様子と気持

ちを読む。

・おにたの性格や、気持ちを
読み取ることができる。

5 (三)の 場面から、紡彗が

降る中、隠れ場所を見つけ
ようとするおにたの様子と
気持ちを読む。

・物置小屋から出て行つたと

きのおにたの様子や気持ち

を訪 取ることができる。

6 ,(三 )の 場面から、女の子

と母親の妻や、それを見る

おにたの様子や気持ちを読

む.
・(四)の 場面から、ごちそ

うを屋けた時のおにたと、

にこつと美つた女の子の気

矯ろを読乱

・女の子の様子や気持ち、そ

れを見ているおにたの気持

ちを読み取ることができ

る。
,こちそうを届けるおにた

と、ごうそうともらつて喜
ぶ女の子の気持ちを読み取
ることができる。

７

・
８

・(五)(A)の 場面から、黒
い豆を残しておにたが消え
てしまつた理由と、豆まき
をする女の子の気持ちを読
お ぃ

・豆まきをしたいと言うたと

きの支の子の気持ちと、そ
れをかなえてあげたおに他
の気持ちを読み取る寝がで

きる。

9 おにたに対する気持ちを知

らせる手紙を書き、交換し

て読み台う。

・おにたへ、自分の愚いを手
紙に書くことができる。 1

１

０

・,blの動きを表す言葉を見つ

け、どのような8の 動きを
表しているか善える。

・!いの動きを表す言葉を知

り、その意味を理解するこ
とができる。

９

“
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おほたの性格 本文からおにたの性
格を想像し、まとめ
させる
*お にたの結を提訴。
なぜ帽子をかSっ
ているのか着目さ
せる

おにたの性格を
想像することが
できたか

おにたの性格につい
て発

(31本時の評価
・節分の夜、物置小屋の天丼から出て行く、おにたの様子と気持
ちを読みとることができたか。
・おにたの気持ちを考えながら、感じを込めて音読できたか。

13)本時の評価
・「便利」とはどういう意味か考え、「便利Jと 「不便」の関係や、

現在の 「便利」ということに対する者え方が理解できたか。
・本文の内容を意識しながら、相手に伝わるように王夫しながら

音読できたか。

「便利」とは、どういうことかきえ、まとめよう

「便利」とはどう
いうことか

「便利」なものを

さがす

「便利」と「不便」
の関係

(工)段 落を言読さ
せる。
*学 習課題を意識し
て読ませる

ワークシートに沿つ
て進めさせる。

「便利」の意味につ

いてまとめさせる

身のまわりで便利な

ものをさがさせる

発表させる

ある人には便利だが、
ある人には不便だと
いうものを者えさせ
る

発表させる

学習課題を意識
しながら読むこ
とができたか

「便利」の意味
を正しくまとめ
ることができた
か

身のまわりて便
利なものをさが

さすことができ
たか

「便利」と 「不

便」の関係をみ
つけることがで
きたか

か

ん
が

え
る

おにたの人間に対

する気持ち

物おきどヽ屋を出て
行くおにたの気持
ち

r人間つておかしい

なあ…」からおほた

の気持ちを書えさせ

る

発表させる

物おきJ 屋ヽを出て行
つた時の、おにたの
気持ちな者えさせる

発表させる

おにたの悲しい

気持ちをまとめ

ることができた

か

物おき小屋を出
て行つた時の、
おにたの気持ち
を者えることが
できたか

現在の 「便利」の

書え方 う者え方撃どのよう
になつてきてし▼るの
か者えさせる。

しヽろいうなはさみを

使わせて、実感させ

る

次時の学習内容を確

認させる

現在の 「便利」とい

という考え方に
ついてまとめる
ことができたか

いるいうな種類

のはさみの使い

方がわかつたか

次時の学習内容

が確認できたか

現在の 「便利」ふ
か
め

る

　

　

　

　

　

　

１０

おほたの気持ちをき

えながら首読させる

次時の学習内容を確
認させる

おにたの気持ち

を考えなから音
読できたか

次時の学習内容
が確認できたか
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